
　
　
　
公
益
法
人
法
論
（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
壽
　
　
二

　
　
　
項
　
　
　
目

　
一
　
公
益
法
人
法
の
成
立
と
展
開
（
ニ
ー
五
号
）

　
二
　
公
益
法
人
の
事
業

　
　
日
　
公
益
事
業
と
収
益
事
業
（
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
　
資
産
の
構
成
と
経
理

　
　
□
　
公
益
法
人
の
組
織
と
経
営
（
本
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
　
公
益
法
人
の
将
来

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
公
益
法
人
の
組
織
と
経
営

Ａ　
前
項
で
は
公
益
法
人
の
事
業
の
区
別
と
そ
れ
ら
相
互
の
関
連
を
み
た
か
ら
、
本
項
で
は
事
業
遂
行
の
た
め
の
公
益
法
人
の
組
織
と

経
営
に
つ
い
て
、
或
は
制
度
の
面
か
ら
或
は
具
体
的
な
事
実
上
の
点
か
ら
考
察
す
る
。

　
思
う
に
公
益
法
人
の
組
織
及
び
経
営
の
問
題
は
、
公
益
法
人
が
多
角
的
な
目
的
、
組
織
、
機
能
、
性
質
及
び
沿
革
な
ど
持
っ
て
い

　
　
　
公
益
法
人
法
論
（
六
）
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る
が
、
こ
れ
ら
を
何
ら
か
一
定
の
視
点
か
ら
観
察
す
る
と
き
は
、
そ
こ
に
或
る
秩
序
づ
け
が
行
わ
れ
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
特
に
、
組
織
が
安
定
す
る
た
め
に
は
事
業
が
合
理
的
、
合
法
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
逆
に

良
い
事
業
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
組
織
が
強
固
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
及
び
す
べ
て
の
組
織
や
事
業
は
よ
り
良
く
公

益
の
生
産
・
分
配
を
志
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
平
凡
で
は
あ
る
が
基
本
的
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
態
度
を
持
し
て
考
察

を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
事
業
と
組
織
と
は
恰
も
実
質
と
形
体
と
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
事
業
と
組
織
と
を
時
間
的
前

後
の
関
係
に
お
い
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
形
成
に
は
次
の
よ
う
な
二
の
行
き
方
が
あ
る
。
一
は
、
ま
ず
公
益
の
生
産
・
分
配
を
具
体

的
に
実
行
す
る
も
の
（
成
城
大
学
経
済
研
究
六
号
拙
稿
一
八
七
頁
及
び
後
述
に
謂
う
「
専
門
職
」
又
は
「
作
業
者
」
）
　
が
生
れ
、
そ

の
後
そ
の
事
業
の
組
織
化
、
体
系
化
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
教
祖
が
宗
教
活
動
を
な
す
と
き
、
教
祖
の
周
囲
に

信
者
、
弟
子
が
集
り
そ
れ
ら
が
合
し
て
一
の
集
団
を
形
成
す
る
。
集
団
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
教
祖
又
は
弟
子
若
は
信
者
の
一

部
は
宗
教
活
動
を
専
門
に
行
い
、
他
の
弟
子
又
は
信
者
の
一
部
は
当
該
団
体
の
経
済
的
・
人
的
管
理
経
営
を
行
う
に
至
る
で
あ
ろ

う
。
斯
る
過
程
を
経
る
も
の
は
、
私
的
公
益
法
人
中
或
る
種
の
文
化
団
体
の
如
き
、
専
門
職
の
発
生
が
い
わ
ば
自
然
発
生
的
の
も
の

又
は
公
益
事
業
の
作
業
が
専
門
職
の
創
意
に
依
存
す
る
も
の
な
ど
に
多
い
。
従
っ
て
こ
の
種
公
益
法
人
の
経
営
及
び
作
業
は
多
分
に

創
作
的
、
主
我
的
、
排
他
的
、
伝
来
的
で
あ
る
か
ら
、
有
能
な
経
営
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
事
業
の
発
展
は
期
待
で
き
な
い
。
他

は
、
最
初
に
目
的
た
る
事
業
の
種
類
、
経
営
の
規
織
な
ど
が
制
度
上
相
当
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
て
、
唯
経
営
者
又
は
作
業
者
の

獲
得
が
殆
ん
ど
残
さ
れ
た
仕
事
と
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
例
へ
ば
学
校
法
人
、
公
的
公
益
法
人
の
場
合
の
如
き
で
あ
る
。
こ
の
種
公

益
法
人
の
経
営
及
び
作
業
は
概
し
て
合
理
的
、
技
術
的
、
分
化
的
に
行
わ
れ
る
。
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更
に
、
公
益
法
人
の
組
織
と
事
業
と
の
関
係
を
立
法
の
形
式
か
ら
み
る
と
、
之
亦
二
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
曰
は
、
（
イ
）
同

一
法
典
中
に
、
法
人
の
組
織
及
び
事
業
を
同
時
に
規
定
す
る
場
合
（
例
、
放
送
法
、
私
立
学
校
法
、
日
本
赤
十
字
礼
法
、
社
会
福
祉

事
業
法
、
商
工
会
議
所
法
）
、
（
ロ
）
又
は
あ
る
法
律
が
法
人
の
組
織
・
形
態
等
を
他
の
法
人
類
型
（
例
、
民
法
法
人
、
社
会
福
祉
法

人
）
か
ら
藉
り
来
っ
て
、
こ
れ
を
当
該
法
律
（
例
、
自
転
車
競
技
法
、
小
型
自
動
車
競
技
法
、
中
央
卸
売
市
場
法
、
図
書
館
法
、
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿

物
館
法
＾
公
益
質
屋
法
）
が
、
自
己
の
事
業
を
行
う
に
適
す
る
よ
う
に
若
干
の
変
更
を
加
え
つ
つ
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
他
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

例
へ
ば
宗
教
法
人
法
、
日
本
育
英
会
法
の
如
く
、
当
該
法
律
は
唯
単
に
法
人
の
組
織
を
規
定
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
業
に
つ

い
て
は
或
は
自
明
の
も
の
と
し
或
は
他
の
法
令
に
讓
つ
て
多
く
を
語
ら
な
い
も
の
な
ど
で
あ
る
。
さ
て
、
右
の
立
法
形
式
に
は
夫
々

長
短
が
あ
る
。
例
へ
ば
前
述
曰
の
（
イ
）
の
場
合
は
、
当
該
事
業
を
経
営
す
る
に
正
に
適
当
な
組
織
の
法
人
を
得
、
し
た
が
つ
て
法

人
の
事
業
と
組
織
と
は
適
合
し
、
か
つ
国
の
監
督
も
行
わ
れ
易
い
が
そ
の
反
面
、
事
業
の
異
る
毎
に
単
独
立
法
の
必
要
が
生
じ
て
煩

わ
し
い
。
曰
の
（
ロ
）
の
形
式
は
、
簡
便
な
立
法
方
法
で
あ
る
が
新
規
の
事
業
を
盛
る
に
は
古
い
型
の
因
習
に
と
ら
わ
れ
る
お
そ
れ

も
あ
つ
て
不
向
き
で
あ
る
。
他
の
場
合
は
、
立
法
及
び
行
政
上
、
権
力
介
入
の
余
地
が
多
く
な
り
、
そ
の
結
果
事
業
の
安
定
性
、
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

益
性
に
不
安
な
き
を
得
な
い
。

Ｂ
　
公
益
法
人
の
組
織
、
管
理
及
び
業
務

　
つ
ぎ
に
公
益
法
人
の
事
業
を
中
心
に
、
そ
の
組
織
、
管
理
及
び
業
務
に
つ
い
て
主
と
し
て
制
度
上
の
面
か
ら
概
観
す
る
。

　
（
ａ
）
　
公
益
法
人
の
組
織
。
こ
こ
で
組
織
と
い
う
の
は
、
一
定
の
目
的
へ
向
っ
て
按
排
せ
ら
れ
た
秩
序
あ
る
諸
活
動
の
、
規
則

的
、
静
的
結
合
形
態
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
結
合
体
は
一
定
の
目
標
に
向
つ
て
進
め
ら
れ
る
諸
活
動
が
、
継
続
的
集
団

的
に
繰
返
し
行
わ
れ
た
と
き
に
生
ず
る
謂
わ
ば
沈
澱
物
又
は
凝
固
物
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
そ
れ
ら
諸
活
動
が
目
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的
手
段
の
連
関
の
下
に
整
序
按
排
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
組
織
は
、
一
定
の
目
的
に
向
つ
て
進
め
ら
れ
た
秩
序
あ
る
諸
行
為
の

別
名
と
も
い
う
べ
き
事
業
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
唯
、
事
業
は
よ
り
具
体
的
、
動
的
で
あ
る
点
が
組
織
と
異
る
。
今
、
民
法
法

人
を
中
心
に
、
公
益
法
人
の
組
織
の
実
体
を
探
そ
う
。
（
１
）
社
団
。
社
団
は
人
の
結
合
体
で
一
定
の
目
的
を
も
ち
、
そ
の
社
員
と

は
別
個
独
立
に
活
動
す
る
団
体
で
あ
る
。
社
団
は
社
員
の
単
な
る
よ
せ
集
め
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
超
え
た
と
こ
ろ
の
、
社
員
個
人

を
も
つ
て
し
て
は
如
何
と
も
な
し
が
た
い
独
立
性
を
も
つ
。
し
か
し
、
社
団
の
目
的
は
、
そ
の
社
員
が
社
団
を
結
成
し
て
そ
の
達
成

し
よ
う
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
社
員
の
目
的
と
無
関
係
で
は
な
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
人
の
組
織
は
、
繰
返
し
行
わ
れ
る

多
数
の
活
動
の
沈
澱
物
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
社
会
的
に
活
動
を
初
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
沈
澱
物
を
吸
収
し
、
こ
れ

と
合
体
し
た
自
然
人
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
蓋
し
社
会
は
人
と
人
と
の
関
係
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
自
然
人
を
こ
の
組
織
体

の
機
関
と
名
付
け
る
。
こ
れ
を
別
な
面
か
ら
謂
う
と
、
法
人
の
活
動
は
、
法
人
の
機
関
た
る
自
然
人
の
行
為
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
。

組
織
に
は
必
ず
機
関
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
組
織
に
は
こ
の
機
関
と
の
関
係
即
ち
機
関
の
地
位
、
権
限
等
が
明
白
に
そ

の
組
織
規
範
に
示
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
勿
論
、
社
会
の
慣
習
が
示
す
も
の
は
掲
げ
る
必
要
は
な
い
。
（
２
）
財
団
。
財
団

は
一
定
の
目
的
に
向
け
ら
れ
た
財
産
活
動
の
結
合
体
で
あ
る
。
財
団
は
そ
の
財
産
が
社
会
的
活
動
を
営
む
と
き
に
生
ず
る
観
念
で
あ

っ
て
、
財
産
そ
の
も
の
が
直
ち
に
「
財
団
」
と
し
て
法
関
係
に
入
り
こ
む
の
で
は
な
い
。
法
関
係
は
意
思
関
係
で
あ
る
か
ら
、
財
団
の

社
会
的
効
用
を
一
定
の
目
的
に
向
わ
せ
る
た
め
に
、
自
然
人
が
そ
の
機
関
た
る
地
位
に
つ
く
こ
と
は
社
団
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

唯
、
財
団
は
沿
革
上
、
そ
の
設
立
者
の
与
え
た
目
的
に
則
っ
て
活
動
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
関
は
社
団
の
機
関
の
よ
う
に
、
財

団
の
目
的
、
性
格
等
を
変
更
し
た
り
、
解
散
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
（
３
）
中
間
的
団
体
。
社
団
は
人
為

的
結
合
体
P
e
r
s
o
n
e
n
v
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
で
あ
り
、
財
団
は
財
産
的
結
合
体
V
e
r
m
o
g
e
n
s
m
a
s
s
で
あ
る
と
し
た
が
、
恰
も
右
の
二
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者
の
性
質
を
併
せ
含
む
か
の
よ
う
な
、
謂
は
ば
中
間
的
結
合
体
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
（
成
城
大
学
経
済
研
究
第
三
号

一
七
〇
頁
拙
稿
。
但
し
そ
こ
で
は
、
法
人
の
実
体
を
強
い
て
社
団
と
財
団
に
二
分
し
よ
う
と
試
み
た
た
め
、
そ
の
中
間
的
性
格
を
敢

え
て
分
解
し
て
、
こ
れ
を
社
団
及
び
財
団
に
分
属
せ
し
め
て
、
そ
れ
ら
を
「
社
団
的
」
及
び
「
財
団
的
」
と
呼
ん
だ
）
触
れ
た
。
こ

の
中
間
的
団
体
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
理
論
上
主
と
し
て
社
団
た
る
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
な
お
か
つ
財
団
た
る
性
格
の
加
味
さ

れ
た
も
の
、
例
え
ば
制
度
上
の
も
の
と
し
て
は
日
本
放
送
協
会
、
日
本
赤
十
字
社
、
事
実
上
の
も
の
と
し
て
は
（
社
団
法
人
）
北
里

研
究
所
、
（
同
）
共
同
通
信
社
、
（
同
）
東
京
新
聞
社
の
如
く
社
団
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
財
産
が
目
的
た
る
事
業
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

要
素
を
な
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
又
、
本
来
は
財
団
た
る
性
格
を
持
つ
に
か
か
わ
ら
ず
社
団
的
性
格
も
併
せ
も
つ
も
の
が
あ
る
。

例
へ
ば
制
度
上
の
も
の
と
し
て
は
宗
教
法
人
、
事
実
上
の
も
の
と
し
て
は
、
そ
の
団
体
支
配
に
あ
る
程
度
の
発
言
力
を
有
す
る
と
こ

ろ
の
会
員
組
織
を
も
つ
財
団
法
人
の
如
き
で
あ
る
。

　
（
ｂ
）
　
管
理
。
こ
こ
で
管
理
と
は
、
制
度
上
何
ら
か
の
支
配
権
を
も
つ
機
関
が
そ
の
権
限
に
基
い
て
対
象
を
規
整
r
e
g
u
l
ｅ
す
る

こ
と
を
い
う
。
例
へ
ば
民
法
第
一
編
第
一
章
第
二
節
「
法
人
ノ
管
理
」
に
示
す
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
管
理
の
根
拠
は
勿
論
法

令
、
自
治
法
規
等
に
基
づ
き
、
そ
の
権
限
は
、
国
家
公
共
団
体
を
除
き
、
法
人
に
対
し
所
有
権
者
的
立
場
に
在
る
も
の
（
例
、
社
員

総
会
）
、
代
理
権
者
的
又
は
代
表
権
者
的
立
場
に
在
る
も
の
（
例
、
理
事
）
又
は
受
任
者
的
立
場
に
在
る
も
の
（
例
、
監
事
・
理

事
）
に
与
え
ら
れ
る
。
以
下
、
管
理
機
関
と
そ
の
機
能
を
べ
つ
見
し
よ
う
。

　
（
１
）
　
社
員
総
会
、
代
議
員
会
及
び
経
営
委
員
会
。
（
イ
）
社
団
法
人
に
於
け
る
社
員
は
、
共
益
権
た
る
社
員
権
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
、
法
人
の
目
的
達
成
の
た
め
に
そ
の
運
営
に
参
加
し
、
各
種
の
監
督
権
、
業
務
執
行
権
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
社
団
の

活
動
の
源
泉
は
社
員
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
団
の
意
思
形
成
に
は
全
社
員
の
機
関
意
思
が
十
分
に
表
明
さ
れ
、
且
つ
組
織
さ
れ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
社
団
の
意
思
形
成
機
関
は
原
則
と
し
て
社
員
総
会
で
あ
っ
て
、
已
む
を
得
な
い
場
合
に
於
て
の
み
全
社
員

の
代
表
た
る
代
議
員
会
な
ど
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。
社
員
総
会
は
な
る
べ
く
多
く
開
催
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
少
く
と
も
一
事
業

年
度
に
一
回
は
開
催
す
べ
き
で
あ
る
（
民
法
六
〇
、
商
工
会
議
所
法
四
五
、
日
本
赤
十
字
社
法
二
一
）
。
臨
時
総
会
は
、
重
要
な
事

項
が
生
じ
た
場
合
又
は
少
数
社
員
の
権
利
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
つ
て
彼
ら
が
そ
の
開
催
を
要
求
し
た
場
合
で
急
を
要
す
る
と
き

に
、
招
集
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
招
集
の
時
期
、
場
所
、
手
続
な
ど
は
予
め
な
る
べ
く
詳
細
に
自
治
法
規
に
規
定
し
、
且
つ
招
集
状

に
も
記
載
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
社
員
総
会
は
、
自
治
法
規
の
改
廃
、
法
人
の
解
散
、
合
併
、
社
員
の
権
利
義
務
の
変
更
、
理
事
の

任
免
、
重
要
な
財
産
処
分
、
借
入
金
、
事
業
計
画
、
予
算
の
決
定
、
決
算
の
承
認
な
ど
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
（
ロ
）
代
議
員
会
。

社
員
が
多
数
で
あ
る
と
か
、
社
員
の
住
所
が
広
般
な
地
域
に
亘
る
と
き
は
、
法
令
又
は
自
治
法
規
の
規
定
に
よ
り
、
全
社
員
の
代
表

機
関
と
し
て
代
議
員
会
を
お
き
、
そ
れ
を
も
っ
て
法
人
の
意
思
機
関
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
例
、
日
本
赤
十
字
社
法
二
一
。
な
お

商
工
会
議
所
法
は
議
決
機
関
と
し
て
議
員
総
会
を
置
く
（
同
法
四
一
）
が
こ
れ
は
こ
こ
の
代
議
員
会
に
相
当
す
る
（
同
法
四
六
）
）
。

な
お
、
少
な
い
例
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
制
限
の
下
に
お
い
て
、
法
人
の
意
思
決
定
を
な
し
得
る
特
別
の
機
関
を
置
く
も
の
と
す
る

場
合
が
あ
る
（
例
、
商
工
会
議
所
法
三
三
、
三
五
の
示
す
常
議
員
会
。
但
し
こ
の
会
は
、
特
に
会
頭
が
委
任
し
た
事
項
に
限
り
執
行

機
関
た
り
得
る
（
同
法
三
三
）
も
の
と
す
る
）
。
（
ハ
）
経
営
委
員
会
。
日
本
放
送
協
会
の
経
営
委
員
会
は
当
該
法
人
の
最
高
意
思
機

関
で
あ
る
（
放
送
法
一
三
）
。
従
っ
て
法
人
の
重
要
事
項
は
常
に
こ
の
委
員
会
の
決
定
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
一
四
）
。

こ
の
点
社
員
総
会
と
同
じ
で
あ
る
が
、
唯
こ
れ
ら
の
委
員
が
両
議
員
の
同
意
を
経
て
内
閣
総
理
大
臣
に
任
命
さ
れ
、
且
つ
そ
の
退

職
、
罷
免
の
条
件
又
は
任
期
等
が
法
律
（
同
法
一
七
―
ニ
○
）
に
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
は
、
法
人
の
管
理
そ
の
も
の
も
公
の
権
力

の
に
お
い
が
強
く
な
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
（
２
）
　
理
事
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
。
（
イ
）
理
事
は
法
令
、
自
治
法
規
及
び
社
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註
６
）

員
総
会
な
ど
の
意
思
機
関
に
従
っ
て
法
人
の
事
業
を
管
理
執
行
し
、
又
原
則
と
し
て
法
人
を
代
表
す
る
。
理
事
が
多
数
の
場
合
そ
の

職
務
を
遂
行
す
る
方
法
と
し
て
、
職
務
の
分
担
者
を
定
め
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
と
き
、
そ
の
機
能
に
従
い
一
種
の
階
層
を
生
ず

る
。
例
へ
ば
法
人
の
代
表
者
た
る
理
事
、
常
時
法
人
の
事
務
を
執
る
も
の
、
単
に
理
事
会
に
出
席
し
て
そ
の
会
議
に
加
わ
る
に
過
ぎ

な
い
も
の
な
ど
。
理
事
は
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
法
令
に
制
限
の
な
い
限
り
そ
の
数
は
自
治
法
規
が
決
め
得
る
。
単
独
理
事
は

法
人
の
性
格
に
も
よ
る
が
独
裁
的
な
幣
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
多
く
、
逆
に
余
り
多
数
の
理
事
が
あ
る
こ
と
に
も
そ
の
効
果
に
疑
が

あ
る
。
理
事
の
任
期
を
何
の
位
に
す
る
の
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
か
は
決
定
し
が
た
い
が
、
唯
、
終
身
理
事
は
制
度
上
好
ま
し
く
な

い
。
勿
論
実
際
に
は
理
事
の
再
選
重
任
に
よ
っ
て
終
身
理
事
た
る
の
実
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
不
適
任
者
を

満
期
の
際
に
排
除
で
き
る
制
度
上
の
余
地
が
あ
る
。
理
事
長
、
専
務
理
事
又
は
常
務
理
事
は
法
人
の
業
務
の
内
容
に
詳
し
く
、
特
に

財
団
法
人
の
そ
れ
ら
は
、
法
人
の
内
部
に
於
い
て
で
は
あ
る
が
法
令
及
び
自
治
法
規
の
最
高
解
釈
者
で
あ
り
、
又
、
社
団
法
人
に
於

け
る
そ
れ
ら
理
事
は
、
社
員
総
会
が
法
人
の
管
理
支
配
に
無
関
心
で
あ
る
と
き
、
事
実
上
、
法
人
に
対
す
る
強
い
支
配
力
を
も
つ
に

至
る
こ
と
は
後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
（
ロ
）
法
人
は
理
事
の
合
議
体
と
し
て
理
事
会
を
置
く
こ
と
が
あ
る
。
理
事
会
の
構
成
、
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
８
）

限
な
ど
に
つ
い
て
は
、
法
令
が
規
定
す
る
場
合
の
外
は
、
自
治
法
規
が
規
定
で
き
る
。
（
ハ
）
評
議
員
及
び
評
議
員
会
の
制
度
及
び

性
格
に
つ
い
て
は
一
定
し
た
見
解
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
般
的
に
云
え
ば
、
評
議
員
会
は
法
令
又
は
自
治
法
規
に
よ
り
、
何

ら
か
の
職
務
を
委
託
せ
ら
れ
た
理
事
長
そ
の
他
法
人
の
理
事
機
関
の
諮
問
機
関
又
は
意
見
具
申
機
関
と
さ
れ
よ
う
。
評
議
員
の
選
任

方
法
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
公
的
公
益
法
人
の
如
き
は
、
主
務
大
臣
が
任
命
し
、
且
つ
そ
の
選
出
母
体
も
法
定
す
る
例
が
多
い
（
例
、
私

立
学
校
振
興
会
法
二
〇
、
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
法
二
一
ー
　
四
一
、
日
本
育
英
会
法
一
一
）
の
に
反
し
、
私
的
公
益
法
人
の
場
合

は
、
例
え
ば
社
団
法
人
は
、
社
員
総
会
が
社
員
の
中
か
ら
、
又
学
校
法
人
の
如
き
は
、
法
人
の
職
員
、
当
該
学
校
の
卒
業
者
及
び
寄
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附
行
為
の
定
め
る
者
の
中
か
ら
（
私
立
学
校
法
四
四
）
選
任
す
る
な
ど
、
一
定
し
て
い
な
い
。
評
議
員
会
は
法
人
の
管
理
に
関
し

て
、
社
員
総
会
又
は
理
事
の
力
よ
り
は
弱
い
。
唯
、
そ
れ
が
理
事
の
選
出
母
体
で
あ
る
場
合
、
又
は
何
ら
か
の
議
決
権
を
持
つ
場

合
、
及
び
諮
問
機
関
で
あ
る
場
合
は
そ
の
限
り
に
お
い
て
間
接
的
で
は
あ
る
が
法
人
の
管
理
に
参
加
す
る
。
　
（
３
）
　
監
事
。
監
事

の
権
限
は
一
般
に
は
、
理
事
の
業
務
執
行
を
監
督
し
、
法
人
の
財
産
状
況
を
監
査
す
る
に
あ
る
（
例
、
民
法
五
八
、
五
九
）
。
民
法

で
は
任
意
機
関
で
あ
る
が
、
近
時
の
立
法
で
は
必
置
機
関
と
す
る
の
が
多
い
（
例
、
社
会
福
祉
事
業
法
三
四
、
私
立
学
校
法
三
五
、

商
工
会
議
所
法
三
二
、
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
法
一
〇
、
日
本
育
英
会
法
一
〇
、
日
本
赤
十
字
社
法
一
六
）
。
監
事
の
法
人
管
理
は

謂
わ
ば
消
極
的
で
は
あ
る
が
制
度
上
は
重
要
な
地
位
を
占
め
る
。
た
だ
し
、
そ
の
管
理
の
実
状
は
有
名
無
実
に
過
ぎ
な
い
。

　
（
ｃ
）
　
業
務
。
こ
こ
で
業
務
と
謂
う
の
は
、
法
人
の
事
業
及
び
そ
の
執
行
に
関
連
附
随
す
る
事
務
を
併
せ
含
ん
で
意
味
す
る
。
法

人
の
業
務
中
、
主
要
な
も
の
は
法
令
に
規
定
さ
れ
る
が
、
法
人
自
身
も
亦
、
法
令
に
反
し
な
い
限
り
そ
の
目
的
の
範
囲
内
で
そ
の
業

務
を
規
定
で
き
る
。
公
益
法
人
に
於
て
は
、
業
務
中
特
に
公
益
事
業
が
最
も
重
要
な
中
心
を
な
し
、
そ
れ
を
中
心
に
組
織
規
範
が
形

成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
あ
ら
ゆ
る
組
織
規
範
は
公
益
事
業
の
推
進
の
た
め
に
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
裏
か
ら

云
え
ば
、
業
務
が
良
く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
合
理
的
、
合
法
的
、
安
定
的
な
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。
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Ｃ
　
公
益
法
人
の
支
配
、
経
営
及
び
作
業

　
前
項
で
は
公
益
法
人
を
主
と
し
て
制
度
の
面
か
ら
そ
の
組
織
、
管
理
、
業
務
に
つ
い
て
み
た
が
、
本
項
で
は
公
益
法
人
の
事
業
体

制
を
主
と
し
て
制
度
に
と
ら
わ
れ
ず
事
実
の
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
こ
の
考
察
は
大
規
模
な
法
人
を
中
心
に
行
う
こ

と
に
し
た
。
何
十
万
に
及
ぶ
公
益
法
人
の
中
で
も
規
模
の
大
き
い
も
の
は
少
な
い
が
、
こ
の
方
が
具
体
的
な
分
析
を
深
め
る
に
都
合

が
良
い
か
ら
で
あ
る
。
元
来
公
益
の
生
産
分
配
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
似
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
が
個
々
の
消
費
者
の
十
分
な
満
足

を
得
る
た
め
に
は
、
常
に
必
ず
し
も
大
量
の
劃
一
的
な
生
産
方
式
を
と
る
を
必
要
と
し
な
い
。
消
費
者
は
、
自
己
の
欲
す
る
商
品

　
（
サ
ー
ビ
ス
）
を
有
利
に
獲
得
し
た
い
。
こ
の
た
め
に
は
小
規
模
の
生
産
方
式
も
と
ら
れ
得
る
。
公
益
事
業
に
於
て
も
所
謂
手
工
業

的
又
は
家
内
工
業
的
方
式
を
と
り
、
そ
こ
で
は
、
自
ら
も
作
業
す
る
一
人
又
は
若
干
の
理
事
及
び
そ
れ
を
補
助
す
る
数
人
の
作
業
者

が
生
産
に
従
事
す
る
。
そ
の
経
理
は
家
計
と
混
同
し
易
く
、
公
益
法
人
の
収
入
が
直
ち
に
理
事
の
家
計
に
影
響
し
、
理
事
の
家
計
の

豊
さ
が
法
人
の
事
業
に
投
映
す
る
。
こ
こ
に
於
て
は
、
支
配
も
経
営
も
作
業
も
混
交
す
る
。
か
か
る
小
規
模
の
も
の
は
民
法
法
人
、

宗
教
法
人
の
中
に
多
い
。
こ
れ
が
大
規
模
の
も
の
に
な
る
と
、
作
業
は
勿
論
、
支
配
も
経
営
も
分
れ
る
。
こ
れ
に
は
公
的
公
益
法

人
、
学
校
法
人
な
ど
に
例
が
多
い
。
こ
の
場
合
に
は
生
産
が
合
理
的
に
行
わ
れ
、
事
務
の
分
担
組
織
、
作
業
の
階
層
的
秩
序
、
機
関

相
互
間
の
権
限
分
配
及
び
そ
の
調
節
な
ど
全
生
産
過
程
が
法
規
と
し
て
整
序
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
―
）

　
（
ａ
）
　
支
配
。
こ
こ
で
い
う
支
配
は
組
織
を
通
じ
て
一
方
が
他
方
の
意
思
を
制
約
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
法
人
組
織
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）

内
部
の
支
配
関
係
か
ら
み
る
と
、
法
人
の
謂
わ
ば
所
有
者
的
構
成
員
、
即
ち
意
思
機
関
な
ど
が
、
他
の
機
関
に
在
る
人
を
経
営
機
能

的
に
拘
東
、
制
約
す
る
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
を
運
営
の
面
か
ら
み
る
と
、
法
人
の
意
思
機
関
が
事
業
の
根
本
方
針
を
決
定
し
、
か
つ

そ
の
執
行
の
源
泉
的
指
令
を
出
す
こ
と
を
謂
う
。
法
人
に
支
配
力
を
有
す
る
も
の
は
法
人
の
内
部
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
外
部
に
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も
存
在
す
る
。
前
者
は
社
員
総
会
、
代
議
員
会
、
経
営
委
員
会
、
理
事
及
び
評
議
員
会
な
ど
で
あ
り
、
後
者
は
国
家
、
公
共
団
体
、

当
該
法
人
設
立
者
な
ど
で
あ
る
。
後
者
は
夫
々
国
家
社
会
、
市
民
社
会
な
ど
の
組
織
を
通
じ
て
公
益
法
人
を
支
配
す
る
。
国
家
が
公

益
法
人
に
対
し
て
そ
の
支
配
権
を
如
何
に
及
ぼ
す
か
は
既
に
（
成
城
大
学
経
済
研
究
第
四
号
拙
稿
一
五
八
頁
ｌ
）
触
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
一
般
に
、
戦
後
一
時
的
に
ゆ
る
ん
だ
監
督
が
近
時
ま
た
加
わ
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
意
図
が
公
益
事
業
を
育
成
指
導
す
る
に

あ
り
な
が
ら
公
益
法
人
の
事
業
は
不
振
を
つ
づ
け
て
い
る
こ
は
既
述
し
た
。
社
員
総
会
（
代
議
員
会
、
経
営
委
員
会
を
含
め
て
）

は
、
制
度
上
、
法
人
内
部
に
於
け
る
唯
一
の
法
人
支
配
団
体
で
あ
る
。
然
る
に
一
般
的
に
は
、
こ
れ
ら
議
決
機
関
の
法
人
支
配
力
は

漸
次
理
事
そ
の
他
の
執
行
機
関
に
移
り
つ
つ
あ
る
の
が
大
勢
で
は
あ
る
。
理
事
の
法
人
に
対
す
る
支
配
力
は
制
度
上
の
も
の
で
は
な

く
て
事
実
上
の
事
柄
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
支
配
力
は
法
人
に
よ
っ
て
強
弱
が
あ
る
。
理
事
が
支
配
力
を
得
る
主
な
事
由

は
、
社
員
総
会
の
法
人
支
配
意
欲
の
な
い
こ
と
及
び
法
人
経
営
に
関
す
る
理
事
の
有
利
な
地
位
又
は
条
件
に
基
づ
く
こ
と
は
し
ば
し

ば
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
な
お
社
員
総
会
、
理
事
の
外
当
該
法
人
の
設
立
者
は
既
に
法
人
の
組
織
か
ら
離
脱
し
た
と
き
で
も
、
な
お

何
ら
か
の
支
配
力
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
得
る
し
、
又
、
法
人
の
有
力
な
債
権
者
も
そ
の
地
位
の
限
度
に
於
て
で
は
あ
る
が
若
干
の
支

配
力
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
公
益
法
人
も
国
家
社
会
の
一
存
在
と
し
て
、
又
、
一
の
団
体
と
し
て
国

家
と
支
配
服
従
関
係
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
団
体
内
部
の
問
題
と
し
て
も
、
団
体
内
に
何
ら
か
の
支
配
服
従
の
秩
序
が
存
在
す

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
の
支
配
関
係
は
、
公
益
の
生
産
分
配
の
有
効
な
る
た
め
と
い
う
前
提
の
下
に
の
み
、
国
家
、

市
民
社
会
、
公
益
法
人
、
個
人
等
の
各
立
場
を
配
慮
し
つ
つ
是
認
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
ｂ
）
　
経
営
。
（
１
）
こ
こ
で
経
営
と
は
、
法
令
若
は
自
治
法
規
又
は
法
人
の
意
思
に
基
い
て
、
法
人
の
機
関
が
法
人
の
業
務
を

運
営
し
て
い
く
こ
と
を
指
す
。
こ
の
概
念
を
公
益
の
生
産
関
係
に
移
し
て
み
る
と
、
法
人
の
目
的
意
思
に
従
っ
て
物
心
を
結
合
し
、
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分
配
す
べ
く
法
人
内
部
に
於
て
計
画
、
指
導
す
る
こ
と
を
指
す
。
こ
の
経
営
の
観
念
に
は
、
法
人
支
配
の
観
念
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

蓋
し
経
営
は
一
の
事
業
に
於
け
る
技
術
単
位
又
は
生
産
単
位
で
あ
る
。
そ
れ
は
公
益
の
形
成
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
公
益
の
増
殖
と

い
う
計
算
に
立
つ
組
織
で
あ
る
。
こ
の
点
行
政
に
於
け
る
と
同
様
に
何
れ
の
支
配
関
係
か
ら
も
は
な
れ
た
中
間
的
な
存
在
で
あ
る
。

但
し
、
事
実
は
常
に
は
理
論
と
合
し
な
い
。
中
間
的
な
技
術
的
な
組
織
体
と
し
て
の
経
営
に
も
、
そ
こ
に
存
在
す
る
人
的
、
技
術
的

秩
序
を
統
率
す
る
た
め
に
指
揮
者
が
あ
る
。
こ
の
指
揮
者
の
地
位
に
権
力
者
が
立
つ
か
、
又
は
こ
れ
を
利
用
す
る
と
、
恰
も
行
政
組

織
に
政
党
の
権
力
が
入
っ
た
と
き
の
よ
う
に
、
経
営
を
支
配
の
機
構
化
す
る
。
更
に
、
経
営
は
一
般
に
所
有
者
側
、
事
業
者
側
に
在

る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
が
作
業
者
側
に
在
る
と
か
又
は
作
業
者
と
事
業
者
と
が
共
同
し
て
持
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
が
又
、
経
営
機
構
に
支
配
力
が
入
り
易
く
さ
せ
る
。
法
人
の
支
配
と
経
営
の
関
連
を
も
う
少
し
考
え
て
み
よ
う
。
法
人
の

支
配
は
、
比
喩
的
な
表
現
を
す
れ
ば
、
法
人
に
対
し
所
有
権
者
的
若
は
物
権
者
的
立
場
に
在
る
に
比
し
、
法
人
の
経
営
は
債
務
者
的

若
は
代
理
人
的
立
場
に
在
る
。
こ
の
点
、
企
業
に
関
し
て
の
説
明
で
は
あ
る
が
「
企
業
の
所
有
者
は
、
企
業
を
経
営
し
又
は
（
企
業

を
）
雇
入
れ
た
経
営
者
に
委
任
し
、
収
益
を
受
取
る
と
こ
ろ
の
地
位
に
在
る
の
に
反
し
て
、
経
営
者
は
所
有
者
の
利
益
に
於
て
企
業

を
経
営
す
る
立
場
に
在
る
。
所
有
者
が
経
営
者
を
雇
入
れ
る
か
、
後
者
に
指
図
を
与
え
る
場
合
に
は
そ
の
限
り
に
於
て
自
己
の
企
業

を
経
営
す
る
と
云
え
る
が
、
企
業
に
関
し
て
全
く
黙
し
て
い
る
限
り
、
（
彼
に
）
経
営
者
の
名
を
与
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
一
（
A
d
･

o
芯
β
･
吻
ﾞ
Q
n
a
G
a
r
d
i
n
e
r

C
.

M
e
a
i
i
s
;

T
h
e

M
o
d
e
r
n

C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

a
n
d

P
r
i
v
a
t
e

P
r
o
p
e
r
t
y
｡

p
p
.

1
1
9
｡

1
2
0
）

と
す
る
見
解
に
準
じ
て
い
い
と
思
う
。
但
し
右
の
一
般
的
な
場
合
の
外
に
、
「
法
人
経
営
は
法
律
の
創
造
し
た
制
度
で
あ
る
。
法
人

の
取
締
役
と
役
員
の
構
成
は
法
律
の
規
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
法
人
の
改
革
に
際
し
て
は
、
法
人
に
於
け
る
支
配
力
が
、

し
ば
し
ば
取
締
役
や
通
常
の
役
員
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
却
っ
て
法
人
組
織
に
名
目
上
の
地
位
を
も
つ
必
要
の
な
い
個
人
又
は
支
配

一一134



団
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
」
（
A
d
o
l
f

A
.
T
q
'
§
a
G
乱
i
n
e
r

C
.
M
e
a
n
s
｡
i
b
i
d
.p
.
2
3
3
）
と
い
う
点
も
実
際
上
の
問
題
と

し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
本
稿
で
い
う
経
営
と
管
理
と
の
関
連
は
、
両
者
共
、
一
定
の
支
配
意
思
の
下
に
法
人
の

業
務
を
遂
行
す
る
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
管
理
が
法
規
に
従
っ
て
そ
の
対
象
を
合
法
的
、
静
的
に
規
整
し
て
い
く
の
に
反
し
、
経
営

は
、
む
し
ろ
経
済
法
則
、
社
会
法
則
又
は
合
理
的
な
技
術
法
則
を
尊
重
し
て
そ
の
対
象
を
動
的
に
運
営
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
相
違
が

あ
る
。
更
に
こ
こ
で
、
如
何
な
る
法
人
組
織
に
は
如
何
な
る
支
配
、
経
営
形
態
が
適
当
で
あ
る
か
少
し
く
考
え
て
み
よ
う
。
勿
論
、

こ
の
問
題
は
個
々
の
法
人
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
す
べ
き
事
柄
で
あ
っ
て
、
以
下
の
私
見
は
謂
わ
ば
一
般
公
式
論
的
な
も
の
で
あ

る
。
惟
う
に
あ
る
権
威
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
権
威
者
に
似
せ
て
創
ら
れ
る
。
又
、
歴
史
的
産
物
は
過
去
の
生
産
物

に
手
を
加
え
て
は
積
み
あ
げ
ら
れ
て
新
し
く
な
る
。
公
益
法
人
に
於
け
る
組
織
と
経
営
の
結
合
の
ひ
な
型
も
そ
の
意
味
か
ら
、
国
家

の
政
治
形
態
に
似
せ
て
創
る
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
こ
れ
が
許
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
社
団
法
人
に
は
民
主
政
的
、
財
団
法
人

に
は
君
主
制
的
、
社
団
的
財
団
法
人
に
は
立
憲
君
主
政
的
、
財
団
的
社
団
法
人
に
は
貴
族
政
的
経
営
体
制
を
持
つ
こ
と
が
い
い
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
こ
れ
は
基
本
的
な
型
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
経
済
的
、
社
会
的
諸
条
件
が
配
慮
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
大
規
模
な
法
人
は
支
配
と
経
営
が
分
離
す
る
傾
向
が
明
か
に
み
ら
れ
る
に
比
し
、
小
規
模
の
も
の
は
、
こ
れ

ら
が
融
合
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
種
々
の
事
由
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
（
イ
）
公
益
法
人
の
設
立

者
は
常
に
必
ず
し
も
永
く
支
配
者
の
地
位
に
い
な
い
こ
と
、
又
そ
の
多
く
は
設
立
当
初
の
意
気
込
み
に
反
し
て
、
日
を
経
る
に
従
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
の
困
難
な
ど
の
た
め
に
法
人
支
配
に
関
心
を
失
う
に
至
る
こ
と
、
（
ロ
）
公
益
法
人
の
経
営
に
は
特
殊
の
才
能
を
必

要
と
す
る
こ
と
、
（
ハ
）
制
度
上
、
社
員
は
、
公
益
法
人
か
ら
何
ら
利
益
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
、
（
ニ
）
殊
に
社
員
が
多
数
の
場
合

は
各
社
員
の
法
人
支
配
力
に
限
度
が
あ
り
、
且
つ
そ
れ
が
微
力
の
た
め
初
め
か
ら
法
人
支
配
の
意
欲
を
欠
く
こ
と
、
な
ど
の
た
め
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大
規
模
な
も
の
ほ
ど
、
支
配
と
経
営
が
分
離
し
易
い
。
小
規
模
の
も
の
は
法
人
の
意
思
形
成
即
ち
支
配
と
意
思
実
現
即
ち
経
営
と
が

同
一
人
又
は
共
同
社
会
的
な
少
数
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
摩
擦
の
な
い
機
動
性
に
富
む
と
い
う
有
利
な
但
し
欠

点
も
伴
う
支
配
と
経
営
の
合
体
が
容
易
に
行
わ
れ
る
。
更
に
経
営
の
原
理
も
法
人
組
織
の
大
小
に
因
っ
て
異
な
る
。
大
規
模
組
織
の

場
合
は
、
そ
の
最
高
経
営
責
任
者
は
、
経
営
の
基
本
方
針
の
決
定
、
事
業
実
施
の
認
定
、
計
画
の
作
成
の
よ
う
な
重
要
な
事
項
を

掌
理
す
る
。
又
そ
の
経
営
は
科
学
的
、
合
法
的
、
数
量
的
、
自
主
的
、
民
主
的
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
小
規
模
な
組
織
は
、
経

営
者
は
同
時
に
支
配
者
、
作
業
者
の
二
又
は
三
者
の
機
能
を
兼
ね
、
そ
の
経
営
は
主
観
的
、
独
裁
的
、
機
動
的
で
あ
る
。
　
（
２
）

次
に
経
営
者
に
つ
い
て
み
よ
う
。
法
人
の
経
営
活
動
を
担
当
す
る
機
関
を
経
営
者
と
称
し
、
制
度
上
理
事
が
こ
れ
に
当
る
。
但
し

一
般
に
は
、
理
事
の
こ
の
経
営
活
動
に
主
要
な
面
で
協
力
又
は
補
助
す
る
法
人
の
所
属
者
を
含
め
て
云
う
場
合
が
あ
る
。
バ
ー
ナ
ム

が
そ
の
著
「
経
営
者
革
命
」
（
長
崎
惣
之
助
訳
一
〇
二
頁
ｌ
）
　
に
於
て
、
「
経
営
者
」
　
の
観
念
に
も
四
つ
あ
り
と
し
て
、
（
Ｉ
）
生

産
の
実
際
技
術
過
程
に
つ
い
て
責
任
を
も
つ
生
産
管
理
者
、
工
場
設
備
監
督
者
及
び
そ
れ
ら
の
協
力
者
、
（
Ⅱ
）
企
業
を
指
導
し

て
、
利
潤
の
あ
が
る
よ
う
に
す
る
職
能
を
も
つ
財
務
管
理
者
又
は
管
理
者
、
又
（
ｍ
）
　
一
企
業
体
か
ら
で
な
く
、
そ
の
干
与
す
る
全

企
業
体
か
ら
全
体
の
収
益
の
多
が
ら
ん
こ
と
を
は
か
る
い
わ
ゆ
る
金
融
資
本
家
、
更
に
（
Ⅳ
）
企
業
の
所
有
者
、
の
何
れ
を
も
経
営

者
と
す
る
場
合
が
あ
る
と
し
た
が
、
本
稿
で
は
（
Ｉ
）
（
Ｈ
）
の
二
者
を
「
経
営
者
」
と
呼
び
、
（
ｍ
）
（
Ⅳ
）
の
二
者
は
「
支
配
者
」

の
範
疇
に
入
れ
た
。
（
イ
）
理
事
。
理
事
は
制
度
上
も
事
実
上
も
法
人
の
経
営
者
で
あ
る
。
唯
理
事
は
そ
の
法
人
が
公
的
公
益
法
人

で
あ
る
か
私
的
公
益
法
人
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
際
上
の
経
営
機
能
に
差
が
あ
る
。
公
的
公
益
法
人
の
理
事
は
、
多
く
主
務

官
庁
の
選
任
に
か
か
る
か
ら
、
実
際
は
主
務
官
庁
の
代
弁
者
た
る
立
場
に
立
つ
こ
と
が
多
い
。
彼
の
手
に
は
公
金
と
い
う
甘
い
汁

と
、
監
督
権
と
い
う
痛
い
鞭
が
あ
り
、
更
に
彼
の
身
体
に
は
公
益
若
は
公
共
意
識
が
過
分
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
法
人
の
機
関
も
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亦
、
政
府
の
財
政
力
を
思
慕
し
、
且
つ
、
か
か
る
理
事
の
意
向
に
従
う
こ
と
が
即
ち
公
益
心
で
あ
る
と
考
え
る
。
ア
メ
リ
カ
の
企

業
に
お
け
る
経
営
者
の
立
場
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
経
営
者
は
、
法
律
の
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
三
の
行
為
の
法
則
が
あ
る
、

即
ち
（
Ｉ
）
事
業
に
対
す
る
相
当
な
注
意
、
（
Ⅱ
）
法
人
の
利
益
に
対
す
る
忠
実
さ
、
（
ｍ
）
少
く
と
も
合
理
的
な
事
業
上
の
配

慮
、
と
し
、
法
律
は
こ
の
三
の
法
則
を
要
約
し
て
、
経
営
者
は
法
人
に
対
し
て
「
信
託
さ
れ
た
」
立
場
に
あ
り
と
し
た
と
い
う
見
解

C
A
d
l
f

A
.

B
e
r
l
e
｡

J
r
.

a
n
d
G
a
r
d
i
n
e
r

C
.

M
e
a
n
s

i
b
i
d
.

p
.

2
2
1
）
を
、
私
的
公
益
法
人
を
含
め
て
全
て
の
公
益
法
人
の
経

営
者
の
最
小
限
度
の
経
営
倫
理
と
し
て
記
憶
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
ロ
）
評
議
員
会
等
。
こ
れ
ら
は
理
事
機
関
の
諮
問
に
応
じ
た

り
、
場
合
に
よ
れ
ば
そ
の
経
営
に
つ
い
て
意
見
を
具
申
し
た
り
、
調
査
研
究
（
例
、
商
工
会
議
所
の
委
員
会
（
同
法
五
五
）
）
な
ど

す
る
経
営
上
の
補
佐
機
関
で
あ
る
。

　
（
ｃ
）
　
作
業
。
こ
こ
で
作
業
と
は
、
経
営
管
理
の
下
で
直
接
に
公
益
事
業
又
は
、
収
益
事
業
の
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
を
い
う
。

公
益
事
業
の
作
業
と
収
益
事
業
の
そ
れ
と
は
そ
の
技
術
の
上
か
ら
も
制
度
の
上
か
ら
も
異
な
っ
た
国
家
的
、
社
会
的
要
請
か
お
る
。

又
、
同
じ
公
益
事
業
に
於
て
も
、
そ
の
作
業
の
種
類
（
例
、
教
育
と
宗
教
）
又
は
品
質
（
例
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
）
等
に
よ
っ

て
作
業
者
の
能
力
な
ど
に
夫
々
ち
が
っ
た
要
請
が
あ
る
。
（
１
）
公
益
事
業
の
作
業
に
つ
い
て
、
（
イ
）
国
家
は
そ
の
文
化
の
要
請

か
ら
国
民
生
活
の
基
底
と
な
る
公
益
の
生
産
に
つ
い
て
一
定
の
標
準
を
た
て
、
そ
れ
を
し
ば
し
ば
法
制
化
す
る
。
例
え
ば
学
校
の
教

職
員
（
学
校
教
育
法
一
、
教
育
職
員
（
免
許
法
ニ
｀

（
Ｊ
縦

図
書
館
司
書
（
図
書
館
法
四
、

（
回
心

博
物
館
の
学
芸
員
（
博
物
館
法
四
、

（
註
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
８
）

五
）
、
日
本
赤
十
字
社
の
救
護
員
日
本
赤
十
字
社
法
ニ
八
）
の
資
格
の
如
き
で
あ
る
。
国
家
は
更
に
右
の
如
き
技
能
、
又
は
資
格
を

も
つ
作
業
者
の
養
成
方
法
を
講
ず
る
。
例
え
ば
教
育
職
員
免
許
法
五
条
、
図
書
館
法
四
条
、
博
物
館
法
六
条
、
日
本
赤
十
字
社
法

二
九
条
の
如
き
で
あ
る
。
（
ロ
）
国
家
の
規
定
を
俟
た
ず
、
法
人
自
身
の
又
は
社
会
的
要
請
か
ら
、
所
定
の
資
格
を
も
つ
者
の
み
を
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作
業
者
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
宗
教
法
人
に
於
け
る
牧
師
、
神
職
、
僧
侶
の
如
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
も
種
々
の
養
成
機
関

　
　
（
註
1
0
）

が
あ
る
。
作
業
を
な
す
に
際
し
て
は
、
他
の
一
般
的
な
場
合
と
同
様
に
例
え
ば
基
本
的
人
権
の
保
障
な
ど
の
如
く
法
上
の
保
護
を
受

け
る
外
に
、
法
が
特
別
な
基
準
を
示
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
日
本
放
送
協
会
が
番
組
を
編
集
す
る
に
つ
い
て
は
、
公
衆
の

要
望
を
満
す
と
共
に
文
化
水
準
の
向
上
に
寄
与
す
る
よ
う
最
大
の
努
力
を
払
え
と
か
、
公
衆
の
要
望
を
知
る
た
め
に
は
世
論
調
査
を

行
え
と
か
、
番
組
編
集
に
つ
い
て
は
、
公
安
を
害
し
な
い
こ
と
、
政
治
的
に
公
平
で
あ
る
こ
と
、
報
道
は
事
実
を
ま
げ
な
い
こ
と
、

意
見
が
対
立
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
角
度
か
ら
論
点
を
明
か
に
す
る
こ
と
、
な
ど
、
放
送
作
業
が
民
主
的

に
行
わ
れ
、
又
、
放
送
が
健
全
な
民
主
々
義
の
発
達
に
資
す
る
よ
う
に
、
作
業
の
準
則
を
定
め
て
い
る
　
（
放
送
法
四
四
、
日
本
放

送
協
会
定
款
三
三
、
等
）
。
（
２
）
収
益
事
業
の
作
業
者
に
つ
い
て
は
、
制
度
上
特
に
公
益
心
な
ど
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
彼
は

他
の
一
般
の
事
業
に
於
け
る
労
働
者
と
同
様
の
作
業
態
度
で
足
り
る
。
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